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　すれ違う派手な姿をふと目

にし
、

私は思わず足を止めた
。

　そんなはず無い
。

気のせい

だ
。

　先へ行こうと足を出し
。

結

局きゅるりと向きを変えた。

　見て見ぬフリがこの場のル

ール
。

　覚えのある顔だったとして

も
、

声をかけてはいけないよ
。

　でも
。

　派手な兜を目印に
、

かろう

じて見える影を追う
。

　炎天下のアスファルトの上、

ようやく追いつき認めた顔は
、

青白くもこの上もなくイイも

ので
。

　声をかけるのを諦めた
。

　＊
　夕空をナスの牛がのんびり

見上げる
。

　日焼けていない不機嫌顔が
、

仏壇からこちらを見ている
。

「心残りは
、

もうないですか

－？」

　コスプレするまで死ねない

なんて
、

確かにぼやいていた

けれど
。

　送り火代わりの線香花火が

珠を結んでぽとりと落ちた
。
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　──目立たないといけない

から
。

　一番強く魅力的な香りを手

に入れた
。

　紅い結晶を飲み続ければ
、

内から香りが生まれるという
。

　──この世界で生きていく

為に
。

「いらっしゃいませ」

　ヘルプに入れば
、

姐さんの

常客は弾かれたように私を見

た
。

　指名も増えた
。

常連も付い

た
。

　──容姿は主張
。

声は誘い
。

匂いは暴力……感情を強制す

2
3

る
。

　暴力がなに
。

強制がなんだ

というの
。

　空気のように無害な私なん

て要らない
。

　香りと共に
、

私はこの世界

で生きていく
。

　この世界で
。

　＊
　匂いは暴力
。

匂いは誘惑
。

匂いは嫌悪
。

　流れた紅は結晶となって散

らばって。

僕はそれらを拾い

集める
。

　寂しがることはないよ
。

　君を殺めた彼らはみんな
、

君の虜だったのだから。
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　雨がしとしと降り出すと
、

車

椅子を懸命に動かして
、

あなた

は小さな庭へと一人出る
。

　屋根もなく
、

ぬれる煉瓦の小

道は滑り
、

僕らをいつも困らせ

た
。

「風邪引きますよ」

「ここは病院ですよ？」

　僕の声にからからと笑う
。

「雨はいろいろなものを含んで

いるのよ」

　何だと思う？　いたずらっぽ

く聞かれたから
。

「ＮＯｘ？　それとも埃？」

　答えてみたら
、

違う違うと返

された
。

　あなたは細めた目のまま空を

見上げる
。

雨の向こうの空の先

を
。

「虹のはしっこ。

地球を旅する

風の匂い
。

それに」

　寂しそうな笑み
、

だったか

ら
。

「戻りましょう」

　あなたが溶けてしまう前に
。

無理矢理グリップを握りしめ

た
。

　──空に消えたあの人の
。

想いの欠片が落ちてくる
。
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　 少 し ば か り 高 い ビ ル の 上 に

立 つ
。

　 生 温 い 風 に 刺 す よ う な 冷 た

さ を 感 じ た ら
、

時 を 逃 さ ず そ

れ を 放 つ
。

　 ヘ ッ ド セ ッ ト を オ ン に し て

視 覚 を 電 子 に 明 け 渡 せ ば
、

街

が 眼 下 に 遠 ざ か る
。

　 手 元 の 操 作 で 空 を 目 指 す
。

マ イ ク は 風 音 を 拾 い 続 け る
。

　 肌 に 纏 い 付 く 重 い 風 は 視 界

と 共 に 滴 に 変 わ り
、

あ っ と い

う 間 に 白 濁 し
。

　 姿 勢 制 御 は フ ル 稼 働
。

右 へ

左 へ 上 へ 下 へ
。

揺 れ る 視 界 に

尻 餅 つ い て
、

さ ら に ロ ー タ ー

の 回 転 数 を
。

　 ま だ 足 り な い
。

持 て
。

も う

少 し
。

あ と
。

　 ── 抜 け た ！

　 視 界 を 埋 め る 大 粒 の 氷 晶
、

舞 い 飛 ぶ 水 滴
、

波 打 つ 壁 雲
、

そ の 向 こ う
。

　 光 り
、

の た う ち
、

昇 り
、

弾

け る
。

　 幾 筋 も の
、

光 の 龍 を
。

　 バ チ リ と 視 界 が 暗 転 し
。

　 セ ッ ト を 脱 ぎ 捨 て 見 上 げ た

空 か ら
。

　 巨 大 な 雨 滴 が 落 ち 始 め た
。
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「 言 葉 は 音 」

　 蝉 の 声 が 響 き 渡 る 入 道 雲 の 映

え る 空 を 見 上 げ て
、

一 番 若 い 叔

父 は 言 い ま し た
。

「 音 は 波 で
、

波 は 力 」

　 わ か る か と 聞 か れ た も の の
、

幼 い 私 は 赤 い 紙 を も て あ そ ぶ 叔

父 を
、

き ょ と ん と 見 上 げ る ば か

り で し た
。

「 力 は そ こ に あ る も の で 」

　 ご う ご う と 音 を 立 て て
、

編 隊

を 組 ん だ 飛 行 機 が あ っ と い う 間

に 過 ぎ っ て 行 き ま し た
。

飛 行 機

を 見 上 げ た 叔 父 の 薄 く 笑 ん だ 横

顔 を
、

「 何 時 か 誰 か に き っ と 届 く 」

　 大 き な 手 が 降 っ て き た こ と を

覚 え て い ま す
。

「 お ほ し さ ま に も ？ 」

　 私 の 小 さ な 問 い か け に
、

叔 父 の 瞳 は ふ っ と 柔 ら か な

弧 を 描 き ま し た
。

「 千 代 が 願 え ば 」

　 だ か ら 私 は 今 日 も 流 れ 星

へ と 願 う の で す
。

　 叔 父 が 私 の 頭 を そ っ と 撫

で て く れ る こ と を
。

　 遠 い 南 か ら 今 帰 っ た よ と
。
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　 じ ぃ わ じ ぃ わ と 蝉 が 啼 き
、

陽 炎 の 中 で お 姉 さ ん 用 務 員 は

水 を 撒 く
。

　 兄 ち ゃ ん 先 生 は 黒 板 を 叩 く
。

白 い 点 を 中 心 に
、

幾 本 も の 同

心 円 が 教 室 の 僕 ら を 見 下 ろ し

て い る
。

「 音 は 空 間 を 伝 わ っ て い く
。

距 離 の 三 乗 に 比 例 し て 減 衰 す

る け ど
、

ゼ ロ に は な ら な い 」

「 声 ち っ さ く っ て も 届 く っ つ

ー こ と で す か ぁ ？ 」

　 間 延 び し た 声 に 頷 い た
。

「 雑 音 に 紛 れ て し ま う け ど ね 」

　 じ ゃ ぁ
。

委 員 長 の 甲 高 い 声
。

「 み ん な が 一 斉 に 同 じ こ と 言

え ば
、

空 の 上 に も 届 き ま す か

？ 」

　 遠 く 高 く き ぃ ん と 聞 こ え る
。

見 上 げ れ ば 蒼 に す ら り と 伸 び

る 白 い 雲
。

　 例 え ば
、

七 夕 の 夜 に 織 姫 と

彦 星 が 会 え ま す よ う に と か
。

　 大 人 た ち が 早 く 帰 っ て き ま

す よ う に
、

と か
。

　 僕 ら の 願 い が 詰 ま っ た 空 の

中 を 飛 行 機 が 飛 ん で い く
。
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　 殻 の 中 で 受 精 卵 は く る り と

回 る
。

動 物 極 を 上 に 向 け
、

発

生 し よ う と 仕 組 み の ま ま に
。

　 植 物 の 種 は 待 ち 続 け る
。

温

度 を 光 を 雨 降 り を
、

発 芽 に 最

適 な 瞬 間 を
。

自 動 的 な 反 応 に

乗 せ て
。

　 決 め ら れ た 動 植 物 を 死 な な

い た め に 摂 取 す る
。

弱 肉 強 食

と 呼 ば れ な が ら
、

摂 理 で あ る

と 言 わ れ な が ら
。

本 能 と い う

定 義 の ま ま
。

　 生 ま れ た ば か り の 赤 子 は
、

第 一 声 で 主 張 す る
。

こ こ に あ

る こ と
。

生 き る の だ と 願 う こ

と
。

「 生 き る こ と が 願 う こ と と 等

価 な ら 」

　 陽 に 溶 け そ う な 笑 顔 で 紡 い

だ
。

「 願 わ な け れ ば ど う な る だ ろ

う ね 」

　 ど う い う こ と ？

　 私 の 疑 問 を 君 は 確 か に 受 け

止 め た
。

柔 ら か な 笑 み の ま ま

に 目 を 閉 じ て
。

　 陽 射 し が 揺 ら ぐ
。

見 返 し た

窓 の 脇 に は
、

一 枚 の ──

。

　 私 の 願 い は
、

空 へ と 溶 け た
。


